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はじめに
鹿児島県の屋久島・種子島から沖縄県の与那国島までの約1300kmの洋上に、弧を描くように
点在する大小の島々は生物地理学的には琉球列島と呼ばれている。それらの島々は南から北上
する黒潮の影響を強く受け、亜熱帯海洋性気候に区分されている。また、琉球列島が成立する
までの数千万年の長い歳月の中で、島々は隆起と沈降の地殻変動を繰り返してきたために、島
毎に異なった成立の歴史（地史）を持っている。
琉球列島の自然は地理的な位置、島喚性、気候などによって特徴づけられ、九州以北の日本
本土とは著しくその様相が異なっている。特に、屋久島・種子島（薩南諸島）以北と奄美諸島
以南の南西諸島とは、トカラ海峡によって、地形構造上も生物地理学上も明確に区分されると
いうのが一般的である。その南西諸島にはトカラ海峡以南の奄美諸島、沖縄諸島、宮古諸島そ
して八重山諸島が含まれ、これらの島々には多くの固有種や固有亜種などが分布・生息してい
ることから、「東洋のガラパゴス」と俗称されている。特に、沖縄島と西表島は近年になってか
らでも新種発見が相次ぐなど、南西諸島の代表的な島喚である。
このような南西諸島の中でも沖縄島では、固有種を中心とする生物種の保護と「開発」のあ
り方が今日的な問題を提起している。本稿では南西諸島の自然の概要を述べ、特に沖縄島北部
地域の自然環境の特性とその保全のあり方について論考することにする。
南西諸島の自然概要
南西諸島は周年を通じて気候が温暖であることや年間2000ミリを越す降水量に恵まれ、湿潤
亜熱帯性気候に区分されている。そのために、陸域の低地や山地では常緑広葉樹林（亜熱帯降
雨林）が広く発達している。ところが、世界地図を広げ南西諸島とほぼ同緯度のある南・北半
球の亜熱帯地域の気候と植生とを比較してみると、ほとんどの地域が乾燥地帯で、サバンナや
砂漠になっていることがわかる。唯一、南西諸島だけが湿潤地帯で、森林すなわち常緑広葉樹
林（亜熱帯降雨林）が発達する地域である。
このような自然植生は地質や土壌、地形の違いによっても森林を構成する植物種が異なり、
その自然景観は地域的な差異を作りだしている。例えば、沖縄島北部や西表島などの「高島」
的環境ではイタジイ．オキナワウラジロガシ・イジュなどを主な構成種とする森林が発達し、
沖縄島南部や宮古島などのような「低島」的環境ではガジュマル・アコウ・ヤブニッケイなど
を主な構成種とする森林が発達している。これは単に地形的な環境要因だけではなく、地質、
土壌などの環境要因が複雑に関わりあっていることに起因している。また、潮流の影響を受け
40 南西諸島および沖縄島北部地域の自然環境の特性とその保全
やすい島の沿岸部や河口部では熱帯と共通するハスノハギリ・クロヨナ・アダンなどの海岸林
や主にヒルギ科の植物種によって構成されるマングローブ林などが発達している。
1）植物相と植生の特性
南西諸島は湿潤亜熱帯性気候と黒潮の影響を強く受けていることから植物種が豊富であると
言われている。ここで、日本本土と南西諸島の植物種数を比較してみる。日本本土では高等植
物の合計が約3857種であるのに対して南西諸島では約1600種となっている。これを南西諸島の
種数を「1」とすると、日本本土のそれは「2．4」となる。また、面積比をみると南西諸島の
「1」に対して日本本土のそれは「106」となる。しかし、これを面積10km@当りの種数にすると
南西諸島の植物種数は「4．5」で、日本本土のそれは「0．1」に過ぎず、南西諸島は45倍の
種数を持つことになる。日本本土は同緯度地域に比較しても豊富な植物種数を有すると言われ
ているが、単位面積当りでみると南西諸島は日本本土をはるかに凌いでいることになる。
南西諸島の植物相のもう一つの特徴は、熱帯系植物の北上（北限種）と温・暖帯系植物の南
下（南限種）が混交することである。島袋（1984）によると宮古・八重山諸島を北限とする植
物種は54属127種と多いのに対して沖縄島を北限とする植物種は27属54種に過ぎず､さらに多く
の植物は北上し、奄美大島を北限とする植物種は41属132種に達しているという。また、温･暖
系植物は奄美大島を南限とするものは6属20種である。また、16属73種の植物種が沖縄島まで
南下し、さらに宮古・八重山諸島では25属が南下しているが、種数は沖縄島と比較すると、26
種と激減していると言う。このような北限種と南限種の検討から、植物の分布や生育の障壁と
なる分布境界線が沖縄島と宮古・八重山諸島の間と奄美大島と屋久島・種子島との間にあるこ
とが示唆されている。これらの分布境界線は動物の分布からも知られているもので、それぞれ
先島線(蜂須賀線)、渡瀬線と呼ばれているものである。これらの境界線は南西諸島の地史と密
接な関係があり、地形的にはそれぞれ「宮古凹地」「トカラ構造海峡」と呼ばれている。
南西諸島は植物種数の豊富さもさることながら、その地域だけに分布する固有種や固有亜種
が多いことでも知られている。島袋（1984）は初島（1972）を参考にしながら南西諸島の島喚
毎の固有種の数を新たにまとめて論考している。それによると奄美大島では23種が、沖縄島で
は21種が固有種とされており、西表島でも15種が固有種とされている。このような固有の植物
種の中で、ヤエヤマヤシ属、ホシザキシャクジョウソウ属は南西諸島の固有属である。また、
ツバキ科のヤエヤマツバキ、クニガミヒサカキ、リュウキュウナガエサカキ、イジュ、ノボタ
ン科のコバノミヤマノボタン、スミレ科のオリズルスミレなどは固有種としてよく知られてい
る。
このような固有種の多さや植物相の豊富さは南西諸島の島々の地史の違い、地理的な位置、
黒潮や渡り鳥などによる種子の分散などに起因するものと考えられる。植物相の豊富さは景観
的に認知される植生にも多大な影響を与えている。特にビロウ林やヤエヤマヤシ林、ニッパヤ
シ林などは日本列島の植生区分の中では南西諸島でのみ見られ、その他にもヤブレガサウラボ
シ群落やヒカゲヘゴ群落なども特異的な植生として知られている。
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南西諸島の植生については新納（1984）の論考を基に概略することにする。沖縄島を中心と
する南西諸島は地形、地質の異同によって細分できるが、広義的には日本本土の温暖域と同じ
ヤブツバキクラス域に区分されている。しかしながら、このヤブツバキクラス域の標微種であ
るヤブツバキ、ヒサカキの出現比（常在度）は低く、八重山諸島では熱帯性のツルアダン、タ
イワンオガタマノキ、アカハダノキなどの出現頻度が高くなるなど、日本本土のヤブツバキク
ラス域とは異なった様相を呈している。このことは南西諸島の植生がそれぞれの島喚毎の特性
を有していることを示唆するものである。例えば、代表的な照葉樹林であるイタジイ林でも沖
縄島のイタジイ林と石垣島･西表島でみられるイタジイ林とでは、相観的には類似しているが、
群集の種組成が異なっていることが知られている。
南西諸島の植生は地形、地質、土壌などの環境要因によって、彼の地に成立する群落の形態、
構造、種組成などに特異性がみられる。一般的に、南西諸島は「高島」と「低島」に地形区分
されるが、「高島」は古い島、非石灰岩の島、「低島」は新しい島、石灰岩の島として認識でき
る（目崎、1985)。南西諸島のめぼしい島唄を「高島」と「低島」で区分すると、奄美大島、徳
之島、沖縄島北部、久米島、石垣島、西表島などは「高島｣、喜界島、沖之永良部島、与論島、
沖縄島中南部、宮古諸島などは「低島」ということになる。このようなことからも、島喚毎に
植生が異なることが示唆される。
南西諸島の亜熱帯広葉樹林はこのような「非石灰岩域（高島的環境)」と「石灰岩域（低島的
環境)」という二分的な環境要因によって、リュウキュウアオキースダジイ（イタジイ）群団域
の植生とリュウキュウガキーナガミボチョウジ群団域の植生に明確に区分される。以下に、そ
れぞれの群団域の植生を概要する。
①リュウキュウアオキースダジイ群団
粘板岩、千枚岩などの非石灰岩を母材とした酸性土壌の環境に成立する常緑広葉樹林で、群
団の標徴種としてリュウキュウアオキ、ギョクシンカ、イジュ、アマシバ、ヒリュウシダ、シ
バニッケイなどを有するが、島喚によって群集単位の種組成に違いがみられる。例えば、沖縄
島北部の非石灰岩域のスダジイ（イタジイ）林はオキナワシキミースダジイ群集として区分さ
れ、リュウキュウナガエサカキ、ヤンバルマユミ、オキナワシキミなどの標徴種が見られる。
また、山地の風衝地ではオキナワテイショウソウーマテバシイ群集が区分される。
景観的には類似しているイタジイ林でも八重山諸島、特に石垣島、西表島のそれはケナガエ
サカキースダジイ群集として区分されており、ツルアダン、タイワンオガタマノキ、ヤエヤマ
シキミなどが標徴種として出現する。この群集ではツル性のツルアダン、トウヅルモドキ、ハ
ブカズラなどが高木層の樹種に巻き付いているのが特徴である。沖縄島や石垣島、西表島など
の内陸側の谷部地形ではオキナワウラジロガシ群集が見られる。
②リュウキュウガキーナガミボチョウジ群団
沖縄島の古生層石灰岩を母材とした地域や沖縄島中南部、宮古島などの隆起サンゴ礁石灰岩
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を基盤とする地域ではリュウキュウガキ、ナガミボチョウジ、オオバギ、ガジュマル、アカギ、
クワノハエノキ、クスノハガシワなどを有する独特の植生が発達する。この群団は、石灰岩域
の断層崖に沿った斜面や河川沿いではオオバギーアカギ群集が区分される。また、海岸沿いの
隆起サンゴ礁域ではガジュマルークロヨナ群集が区分される。
このように常緑広葉樹林は非石灰岩域のリュウキュウアオキースダジイ群団と石灰岩域のリュ
ウキュウガキーナガミボチョウジ群団に大きく区分されるが、南西諸島の多様な環境要因の中
で、亜熱帯的景観を代表する植生が見られる。特にヤシ林とヘゴ林は南西諸島の亜熱帯的景観
を代表する群落である。南西諸島で自生するヤシ科植物はクロツグ、コミノクロツグ、ヤエヤ
マヤシ、ニッパサシ、ビロウ、ダイトウピロウの6種が知られているが、特にヤエヤマヤシは
八重山諸島に固有の属だといわれており、西表島の星立御嶽、仲間川流域のウブンドル、石垣
島の米原などでは立派なヤエヤマヤシ林が見られる。また、与那国島の久部良岳周辺ではピロ
ウ群集が、南北大東島ではダイトウピロウ群集が発達している。ニッパヤシは西表島のヤシミ
ナト川と内離島で、その群落が見られるが、本種は元来がインド、マレーシア、ミクロネシア
などの熱帯域で生育しているヤシ科植物であり、西表島は本種の北限になっている。
ヤシ林とは対照的に非石灰岩域の山地の谷部などで発達するヘゴ林は、南西諸島の亜熱帯的
景観を代表する群落となっている。ヘゴ林は一般的にはリュウキュウアオキースダジイ群団の
下位群落としてまとめられている。
南西諸島は山地だけでなく、隆起サンゴ礁域の岩礁海岸と砂浜海岸では特有の植生の発達が
見られる。砂浜海岸では汀線から内陸部へ、環境的には不安定帯→半安定帯→安定帯への移行
が見られる。そのような立地環境の移行に対応するようにハマボウフウ→ハマゴウ→オオハマ
ボウ→アダンの群落が発達している。岩礁海岸域では海水のかかる飛沫帯から内陸部へと移行
するにつれて、イソフサギ帯→ソナレムグラ・イソマツ帯→ナハエボシグサ帯→モンパノキ・
クサトベラ帯→オオハマボウ・アダン帯へと移行する独特の植生が発達している。このような
岩礁海岸では内陸後方部に移行するにつれて植物の種数は多くなり、植物体も高くなる。特に
海岸と沿岸低地を結ぶ境界域の植生としてのモンパノキ・クサトベラ帯（群集）とオオハマボ
ウ・アダン帯（群集）は、自然災害などの防災林や保安林として、また、海岸性の動物（オカ
ヤドカリなど）の生息場所としても重要な機能を持っている。
南西諸島の特異的な植生として特筆されるものにマングローブ林がある。マングローブ林は
熱帯・亜熱帯の河川や海岸の汽水域・泥湿地の環境で発達する植生である。マングローブ林を
構成する樹種はヒルギ科、クマツヅラ科、マヤプシキ科、シクシン科、アカネ科、ヤブコウジ
科、ヤシ科などから成り、これらの植物群が汽水域・泥湿地の環境で独特の植生景観を呈して
いる。マングローブ林を構成する樹種ではメヒルギ、オヒルギ、ヤエヤマヒルギ、マヤプシキ、
ヒルギモドキなどがよく知られているが、鹿児島県喜入や種子島・屋久島などではメヒルギの
単純群落が見られる。亜熱帯域のマングローブ林として西表島の浦内川、仲間川では発達した
群落が見られ、イリオモテヤマネコなど固有種の動物の重要な生息場所となっている。
これまで概観してきたように、南西諸島は単位面積当りでは日本本土の約45倍もの植物が自
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生しており、島喚毎の固有種も多くなっている。また、各島喚の独自の地史と地質、地形、土
壌などが相まって多様な植生が発達している。海洋性気候と島喚性などに起因する植物的自然
は、他方では南西諸島の独自文化の基層を担ってきたとも言えるものである。
2）陸生脊椎動物相と固有種の特性
南西諸島は生物地理学的には東洋区に属しており、種子島・屋久島以北の九州本土の旧北区
に属する地域とは動物相が著しく異なっている。ここでは南西諸島の陸生脊椎動物相を概観し
ながら（池原、1984、宮城、1984、当山、1984)、その特性について論考することにする。
両生類の概要
南西諸島ではカエル類18種、イモリ類2種が知られている。その中で、ヌマガエル、ヒメア
マガエルのように本州南部から台湾まで広域に分布している種もいるが、多くの種では特定の
島喚に分布・生息が限定され、南西諸島の固有種になっているものが多い。例えば、イボイモ
リ、ナミエガエル、イシカワガエル、ホルストガエル、オットンガエル、リュウキュウアカガ
エルなどは奄美大島・徳之島・沖縄島など、地史的に古い島（高島）に分布している固有種で
ある。
イボイモリは奄美大島、徳之島、沖縄島、渡嘉敷島からのみ知られているが、同属の近縁種
がヒマラヤ東部から中国南部にかけて5種が知られている。また、化石種がヨーロッパの始新
世の地層から発見されており、現存するイボイモリ属はまさに「生きた化石」と言えるもので
ある。
ナミエガエルは今日では沖縄島の北部地域の山地河川でのみ知られており、沖縄島固有種と
なっている。イシカワガエルは奄美大島、徳之島、沖縄島の三島から知られている、緑色に紫
紋のある美しい大型のカエル類である。ホルストガエルも沖縄島と渡嘉敷島に分布が限定され
ている大型のカエル類である。これら3種の大型カエル類は「ワクビチ」と総称され、沖縄島
などごく限られた島喚に分布が限定されることから沖縄県の天然記念物に指定されている。ま
た、奄美大島と加計呂麻島、徳之島にはホルスガエルと近縁のオットンガエルが生息している。
その他、南西諸島のカエルではリュウキュウアカガエル、ハロウェルアマガエル、ハナサキガ
エル、ハラブチガエル、アイフィンガーガエルなどが知られている。アオガエル類はアマミア
オガエル、オキナワアオガエル、ヤエヤマアオガエルの3種に分化しており、南西諸島のカエ
ル類の特異性を示唆している。
爬虫類の概要
南西諸島のヘビ類、トカゲ類、カメ類などの爬虫類は約40種が知られているが、それらの多
くは南方系要素の強いグループである。また、いくつかの種では分布が限定されており、南西
諸島の固有種になっている。例えば、リュウキュウヤマガメは沖縄島、久米島、渡嘉敷島に生
息しているが、基亜種が遠く中国南部、ベトナム、マレーシアなどから知られている。しかし
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ながら、一番近い八重山諸島や奄美諸島、台湾には分布せず生物地理学上もユニークな種と言
える。それに比べてセマルハコガメは南西諸島では石垣島、西表島だけに分布するが、近縁種
は台湾、中国南部にも分布している。この2種のカメ類はそれぞれ国、県の天然記念物に指定
されている。
トカゲ類ではオキナワトカゲ、イシガキトカゲ、バーバートカゲ、キシノウエトカゲなどの
固有種が分布しているが、中でも国の天然記念物に指定されているキシノウエトカゲは、体長
が約40cmにも達する大型のトカゲ類で宮古諸島、八重山諸島から知られている。この種は宮古
諸島、八重山諸島の固有種である。バーバートカゲは奄美大島、徳之島、沖縄島、久米島など
の「高島（古い島)」に生息しており、系統的には日本本土のニホントカゲに近縁だと言われて
いる。キノポリトカゲも喜界島以南の南西諸島に分布している樹上性のトカゲで、沖縄島以北
と宮古島以南とでは形態的に異なることからそれぞれ亜種に区分されている。
トカゲモドキは系統的にはヤモリ科に属し、形態的にはトカゲとヤモリの中間のような形を
している。近縁種は海南島、インドからメソポタミアにかけて分布している。主な生息場所は
山地や石灰岩地域の森林で、夜間に活発に活動する。南西諸島のトカゲモドキはオピトカゲモ
ドキ（徳之島)、クロイワトカゲモドキ（沖縄島･古宇利島･瀬底島)、マダラトカゲモドキ（伊
平屋島・伊江島・渡名喜島・久米島・阿嘉島・渡嘉敷島）の3亜種に区分され、いずれの亜種
も沖縄県指定の天然記念物になっている。
ヘビ類ではハブ属のハブ、サキシマハブ、ヒメハブ、トカラハブの4種が分布している。こ
れらのハブ属は毒蛇として有名であるが、南西諸島の地史を論考する際にも重要なヒントを与
えてくれる。例えば、ヒメハブは現在では低地でも生息しているが、台湾に生息する近縁種は
2･3000m級の高山地に生息している。また、ヘビ類は一般的には冬季の寒い時期には活動が
鈍るが、ヒメハブは冬の寒い時期でも割合に活発に活動していることがある。このようなヒメ
ハブの習性や近縁種の生息域などから、南西諸島でもかっては高山的環境を有していた時期が
あり、ヒメハブはおそらくはその頃の「遣存種」である可能性を伺い知ることができる。トカ
ラハブは体長が小さいヘビ類で、トカラ列島の宝島と小宝島だけに生息する、北限種のハブ属
である。また、サキシマハブは八重山諸島だけに生息する。
久米島だけに分布するキクザトサワヘビは、その生息地が山地の渓流に限定されており、し
かも生息個体数も多くないと考えられていることから、近い将来の「絶滅」が危倶されている。
南西諸島には約24種のヘビ類が分布すると言われているが九州本土と共通する種は皆無であ
る。多くのヘビ類は中国南部、台湾などにその近縁種が生息しており、南西諸島のヘビ類の系
統は南方系要素が強いことが伺える。
鳥類の概要
奄美大島以南の南西諸島で確認されている鳥類は約320種であるが､そのほとんどは渡り鳥や
迷烏であり、留鳥と思われる烏はわずかに50種前後で約18%にすぎない。しかしながらこれら
の留鳥には多くの固有種や固有亜種が含まれている。また、南方系要素と北方系要素の鳥類が
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混在するのも南西諸島の鳥類相の特徴である。
ルリカケスは奄美大島、徳之島に分布するが、旧北区で広くみられるカケス属の1グループ
と考えられる。また、一属一種のノグチゲラは沖縄島北部地域にのみ生息するが、系統的には
旧北区のクマゲラ属やアオゲラ属に近縁だと考えられている。また、アカヒゲも旧北区のコマ
ドリとは系統的には近縁であると言われている。しかし、近年なって発見されたヤンバルクイ
ナは系統的にはフイリピン、セレベス、ニューギニア西部域に生息するムナオビクイナに近似
していると言われている。おそらくは極めて古い時代に、南西諸島がユーラシア大陸と陸続き
だった頃に渡来したクイナ類が、沖縄島の隔離によって、いまのような飛翔力の退化したヤン
バルクイナに分化したと考えられている。
宮古諸島と八重山諸島の鳥類相は明らかに南方系要素の鳥類で、キンバト、カンムリワシ、
オオクイナ、シロガシラなどは同種または亜種が中国大陸やその周辺に分布している。
多くの島喚から成る南西諸島は留鳥もさることながら、夏や冬にはシギ類、チドリ類などを
はじめ、多種多様な鳥類が海岸、干潟、水田、森林などに渡来しており、渡り鳥にとっては南
西諸島は重要な渡りのルートになっている。中でもサシバやアカハラダカの秋の渡りは圧巻で
あり、南西諸島に住む人々にとっては古くからの季節暦となっているのは周知の通りである。
また､移動性の弱い烏類は各々 の島喚に隔離されることにより､亜種分化が進んでいるグルー
プもいる。ヒヨドリ、メジロなどはその代表的な鳥類である。
哺乳類の概要
南西諸島の哺乳類は亜種などを含め約20種で、その中には南方系要素の固有種が多いことで
よく知られている。例えば、ケナガネズミは日本のネズミ類では最大で奄美大島、徳之島、沖
縄島にだけ生息するが､近縁種はスマトラ島に生息すると言われている。山地の森林に生息し、
夜行性で樹上生活を特意とする大型ネズミ類である。南西諸島ではリス類が分布しないことか
ら、これらリス類の生活空間に適応して進化してきたものと思われる。
トゲ状の体毛を持つトゲネズミは固有の属に区分される森林性で夜行性のネズミである。ケ
ナガネズミ同様に奄美大島、徳之島、沖縄島にだけ生息するが、奄美大島と沖縄島とでは体の
サイズに違いがあり、それぞれアマミトゲネズミ、オキナワトゲネズミの二亜種に区分されて
いる。近年の研究では体のサイズだけでなく、染色体の数や形にも違いがあることがわかり、
各々 の島喚の個体群を別種にする説もあり、分類学上も興味深いネズミである。近縁種はイン
ドやジャワに産すると言われているが詳細は不明である。南西諸島固有の二種のネズミ類は国
指定の天気念物になっている。
奄美大島、徳之島に分布するアマミノクロウサギはムカシウサギ亜科に属する原始的な一属
一種のウサギである。夜行性のため繁殖などの生態に関する情報は少なく、謎に満ちたウサギ
である。イリオモテヤマネコは西表島だけに生息する、一属一種の森林性の小型のヤマネコで、
東アジアー帯に分布するベンガルヤマネコ類の祖先型だと言われているが、最近では系統的に
はベンガルヤマネコ属の一種だという説が多くなっている。しかし、固有種であることには間
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違いがなく、西表島で約100頭前後が生息していると言われている。
オオコウモリ類はアジア西部、太平洋諸島などに生息する食果性のコウモリである。南西諸
島では小宝島、宝島、諏訪之瀬島のエラブオオコウモリ、沖縄島周辺のオリイオオコウモリ、
八重山諸島のヤエヤマオオコウモリ、南北大東島のダイトウオオコウモリの4亜種が区分され
ている。このオオコウモリ属は洞穴などで生活する小型のコウモリとは系統的にことなり、原
始的なグループに属するものである。小型コウモリ類では八重山諸島を北限とするカグラコウ
モリ属が特筆されるが、生態などに関する詳細な研究がなされないまま生息地周辺の環境が急
変しているのは極めて残念なことである。
南西諸島の陸生脊椎動物相を概観してわかることは、各々 の島喚が独自の地史を有し、動物
の分布にも密接な関係があると言うことである。すなわち、固有種が多いこと、島喚毎に亜種
分化が進んでいること、南方系の動物群が多いことなどである。また、南西諸島は生物地理学
的には東洋区と旧北区の動物群が混在する所となっており、特に鳥類では南西諸島が北から南
へ、あるいは南から北への移動の重要な中継地になっていることである。
いずれにしても、南西諸島では日本本土とは異なる地史が、「生きた化石｣と呼ばれるような
古いタイプの固有種を温存させ、島喚性という地理的条件は島に隔離された動物群を分化させ
てきた。また、温暖な海洋性気候は南方から渡来した動物群の定着を容易にさせてきた。南西
諸島のこのような特性が「東洋のガラパゴス」と呼称されるにふさわしい多様な自然を残して
きたのであろう。ちなみに南西諸島の陸生脊椎動物の固有種は下記の通りである。
南西諸島の主な固有陸生脊椎動物
南西諸島全域に広く現存する地域固有種は省略し、原則として5島以内（例外有）で生息し
ている種（亜種）を取り上げた。
【両生類】
イボイモリ（奄美大島・徳之島・沖縄島・渡嘉敷島）……県指定天然記念物
ミヤコヒキガエル（宮古島北大東島と南大東島は移入）
リュウキュウアカガエル（奄美大島・徳之島・沖縄島）
ナミエガエル（沖縄島）……県指定天然記念物
イシカワガエル（奄美大島・沖縄島）……県指定天然記念物
ホルストガエル（沖縄島・渡嘉敷島）……県指定天然記念物
オットンガエル（奄美大島・加計呂麻島）
アマミアオガエル（奄美大島・加計呂麻島・徳之島）
オキナワアオガエル（沖縄島・伊平屋島）
ヤエヤマアオガエル（石垣島・西表島）
【爬虫類】
セマルハコガメ（石垣島・西表島）……国指定天然記念物
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……県指定
リュウキュウヤマガメ（沖縄島・渡嘉敷島・久米島）……国指定天然記念物
クロイワトカゲモドキ（沖縄島・古宇利島。瀬底島）……県指定天然記念物
マダラトカゲモドキ（伊平屋島・伊江島。渡名喜島・久米島・阿嘉島・渡嘉敷島）……喋
天然記念物
オピトカゲモドキ（徳之島）
バーバートカゲ（奄美大島・徳之島・沖縄島・久米島）
キシノウエトカゲ（宮古諸島・八重山諸島）……国指定天然記念物
サキシマカナヘビ（石垣島・西表島・黒島）
イワサキセダカヘビ（石垣島・西表島）
ヒメヘビ（宮古島・伊良部島）
ミヤラヒメヘピ（与那国島）
アマミタカチホヘビ（奄美大島・枝手久島・徳之島・沖縄島）
ヤエヤマタカチホヘビ（石垣島・西表島）
キクザトサワヘビ（久米島）……県指定天然記念物
ヨナグニシュウダ（与那国島）
サキシマバイカダ（宮古島・石垣島・西表島）
ミヤコヒバァ（宮古島諸島）
ヤエヤマヒバァ（八重山諸島・与那国島）
ハイ（徳之島・伊平屋島・伊是名島・伊江島・沖縄島・慶良間諸島・渡名喜島・久米島）
ヒャン（奄美大島・加計呂麻島・与路島・請島）
イワサキワモンベニヘビ（石垣島・西表島）
ハブ（沖縄諸島）
ヒメハブ（沖縄諸島）
トカラハブ（小宝島・宝島）
サキシマハブ（八重山諸島）
【鳥類】
ヤンバルクイナ（沖縄島）……国指定天然記念物
アマミヤマシギ（奄美大島・徳之島・沖縄島）
ホントウアカヒゲ（沖縄島・座間味島・阿嘉島・慶留間島）……国指定天然記念物
ナミアカヒゲ（奄美大島・徳之島・長崎県男女群島。中之島）……国指定天然記念物
ノグチゲラ（沖縄島）……国指定特別天然記念物
ルリカケス（奄美大島・加計呂麻島）……国指定特別天然記念物
【哺乳類】
オリイジネズミ（奄美大島・徳之島）
オリイコキクガシラコウモリ（徳之島）
ミヤココキクガシラコウモリ（宮古島・伊良部島）
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ヤエヤマコキクガシラコウモリ（西表島・石垣島）
イリオモテキクガシラコウモリ（西表島）
エラブオオコウモリ（口之永良部島・宝島）
ダイトウオオコウモリ（北大東島・南大東島）……国指定天然記念物
オリイオオコウモリ（沖縄諸島）
ヤエヤマオオコウモリ（八重山諸島）
カグラコウモリ（石垣島・西表島・波照間島・与那国島）
ケナガネズミ（奄美大島・徳之島・沖縄島）……国指定天然記念物
トゲネズミ（奄美大島・徳之島・沖縄島）……国指定天然記念物
イリオモテヤマネコ（西表島）……国指定特別天然記念物
3）結び
以上のように南西諸島の固有種は極めて多く、しかも小数の島唄でだけ生息している種も少
なくない。このような事実は環境改変が急激にかつ大規模に進行すれば、これらの島喚に生息
する生物種が容易に絶滅してしまう危険性をはらんでいることを示唆している。
そこで、南西諸島の中でも人口の集中度が高く、「開発｣などの自然環境へのインパクトの大
きい沖縄島の、特に北部地域での自然の保全について、私論を述べることにする。
これまで概要してきた固有種や固有亜種の動植物群はすべて南西諸島の自然の中で独自の進
化を経てきた、いわば｢歴史の証明」であるが、今日では人間の自然の働き掛けが大きくなり、
生物種の存亡の全てが私たちの「思盧」に係っているといえる。その事は沖縄島北部地域（い
わゆるヤンバル）での「開発」のあり方が、自然の、そしてそこに存在する「歴史の証明」と
しての生物種の将来（すなわち生存）に対して有形無形に影響を与えることを意味している。
ところが、知り得る限りにおいてこれらの固有種の生息地域としてのヤンバル山地での｢開発」
の現状は、およそ生物を視点に据えた「開発」ではなかったのではないだろうか。広大な面積
の森林伐採や網の目のように増設される林道等による森林生態系の破壊とダム建設による安易
な河川生態系の改変は、その目的が何であれ、結果としてヤンバルの自然を破壊していると言
わざるを得ない現況にある。特に視点を変えて、ヤンバルの森林生態系の持つユニークさやそ
の重要さを、地域の人々にとっての「資源」として見据えた時、今日までの「開発」はその「資
源」を短時間に浪費してしまう方向であったと規定することができる。自然を情緒的に捉える
のではなく、エコロジカルにヤンバルの自然を考えた時、自然の保全（エコロジカルな利用）
を視点においた「開発」のあり方を考える時期にきているのではないだろうか。
さて、このような視点から、ヤンバルの自然の保全を考えた時、最も重要な関わりを持つ地
方自治体は国頭村である。国頭村は総面積が19,454ha、人口が約6,500人、第一次産業として農
業の他に林業の比重の多い村である。森林面積は約16,383haで、村の総面積の約84%は森林で
ある。その内訳は村有林が約5,753ha、県有林3,235ha、国有林4,225ha、私有林3,170haとなっ
ている。
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これらの森林は私有林を除いては概ね、脊梁山地やその周辺にあり、森林の階層構造の分化
も明瞭で、尾根部や中腹部では高木層に胸高直径が約40～50cmのイタジイなどが見られる。ま
た、斜面下部や谷部ではオキナワウラジロガシの大径木が見られる。これらの地域の森林は自
然度が高くほぼ極相林に近い状態にあり、これまで述べてきた固有種の動物群の重要な生息場
所となっている。中でも脊梁山地部の森林や源流部はこれらの固有種の生息場所としてだけで
はなくヤンバルの自然の原型としても貴重な場所であり、生態系の保存の上からも是非とも保
全・保護しなければならない場所である。
このような自然度の高い森林を生息場所とする多くの固有種にとって、生存を脅かす最も危
険な「事件」は生息場所の急激な変化であろう。このようなヤンバルの山地森林における環境
変化の主たる原因は、森林伐採・ダム建設･林道開設などの人為的な環境改変（破壊）である。
このように固有種の生息場所を含む環境保全と「開発」とが対立するヤンバルで、両者が共存
する場面はないのだろうか。
ヤンバルの豊かで貴重な自然を保全・保護するには、基本的にはその地域に住む人々の意志
や意識が重要な決めてとなる。しかし、全てを委ねるには「危険」も多い。そこで、いくつか
の暫定的な方策を考えてみよう。一つは消極的な方法であるが、法的な対応である。例えば、
鳥獣保護区の増設や格上げであり、天然保護区の指定や生物遺伝子資源保存林の指定である。
鳥獣保護区や天然保護区はわずかではあるがヤンバルの山地に指定地がある。生物遺伝子資源
保存林については国有林が対象になるのでヤンバルの場合は、米軍演習地との関わりで高度の
法的な問題もあるが、現在の勅令貸付林（県有林の大部分）を含めて考慮する必要があろう。
さて、このような指定や「線引き」には直接的な経済的なメリットが無いことで、地元から
賛同が得にくいのが現状である。そこで、もう少し積極的な方策としては、「開発の中で保全・
保護を考える（あるいは保護の中で開発を考える)」ことである。ヤンバルの自然を適切に保護
しながら、その中で開発（活用）を図ることである。その際には抜本的なヤンバルの地域振興
計画のようなものを策定することであるが、その中でヤンバルの土地利用のあり方を観光や教
育・研究などを含めて考えることである。例えば、法的な指定区を積極的に活用するものとし
て、ヤンバル自然史資料館（仮）や自然保護センター（仮)、ネイチャーセンター（仮）などを
国レベルで設置させ、保護や啓発などの学習の場を提供することである。同時に観光や産業を
現在の視点で思考せず、例えば、ヤンバルだけでしかみられないノグチゲラやヤンバルクイナ
などを自然の中で活用することである。ガラパゴスがそうであるように、制限の中に付加価値
を持たせる「科学的な観光」が、ヤンバルの自然の活用という視点で考慮されていいだろう。
世界の観光の潮流は大なり小なり「持続的な開発」と「賢い利用」というキーワードで動き始
めているといっても過言ではないだろう。
陸地面積の小さな沖縄では、「開発」にあたってはその規模や方法･技術等について十分に検
討を加え、島喚の持つ特性や環境収容力を失わないようにしなければならない。ヤンバルの｢保
護・保全」と「開発」の問題は相当に複雑な利害の対立や矛盾を内包している。それが地域に
住む人々の責任と権利の中で解決されるのが基本ではあるが、一方ではかけがえのないこのヤ
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ンバルの自然は私たち沖縄の人々だけでなく、経済大国といわれる日本の中の環境問題として
解決しなければならない問題でもある。
これまで行政的な対応……天然記念物あるいは天然保護区の指定､烏獣保護区の設定など……
でささやかではあるがヤンバルの自然が守られてきたのは事実である。しかし、自然の保護や
動植物の保護は個別的な処置だけでは不十分である。これらの動植物が生活している場所を保
障し、自然生態系を維持・保全することでなければならない。これまで述べたように南西諸島
の島喚はそれぞれに独自の自然生態系を持っている。特に、南西諸島の代表的な島喚であるヤ
ンバルや西表島では総合的に現状を把握し、長期的な土地利用計画を十分に検討した上で、自
然生態系の維持・保全に必要な区域を早急に決める必要があろう。
ノグチゲラやイリオモテヤマネコが種属維持に必要な生息数としては厳しい状況にあること
は疑いようもない。私たちは地球上で、このヤンバルや西表島にしかいない貴重な動植物と共
生している。いま、南西諸島の自然、ヤンバルの自然は私たちの知性と責任に委ねられている
と言えよう。
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